「碧南市居宅介護支援事業所」 

重要事項説明書 


当事業所は介護保険の指定を受けています
（碧南市指定 第2372800033号） 

重要事項説明書
◎私たち（事業者）の概要は次の通りです。
事業所名　　　　　　　　　　碧南市居宅介護支援事業所　
法人名　　　　　　　　　　　碧南市
所在地　　　　　　　　　　　〒447-8502　碧南市平和町3丁目6番地
電話番号　　　　　　　　　　0566-46-5511
ＦＡＸ番号　　　　　　　　　0566-48-5165
営業日　　　　　　　　　　　月～金（祝日と年末年始12月29日～1月3日を除く）

営業時間　　　　　　　　　　午前8時30分～午後5時15分

通常の事業の実施地域　　　　碧南市内

県指定年月日　　　　　　　　平成11年8月31日

使用する課題分析票　　　　　愛介連方式　居宅サービス計画ガイドライン　等

お宅に訪問する概ねの頻度　　月１回以上の訪問、または状態安定時はテレビ電話装置等の利用でモニタリングを実施し、他のサービス事業者と連携を図ったうえで２月１回の訪問を実施
【介護支援専門員の勤務体制】
	介護支援専門員氏名
	職種
	常勤・非常勤の別
	専従・兼務の別
	兼務する場合
兼務する職種

	
	
	常勤
	非常勤
	専従
	兼務
	

	　　山田　和子
	看護師
	　〇
	
	
	　〇
	管理者

	油谷　由樹子
	看護師
	　○
	
	
	
	


【事業計画及び財務内容の閲覧について】
碧南市民病院運営審議会資料として公開しています。
◎私たち（事業所）が利用者に提供するサービスの概要は次のとおりです。

１ 提供するサービスの内容
利用者に提供するサービスの内容は、居宅介護支援です。
「居宅介護支援」とは、介護保険法に定める介護サービスを提供するに先立って、利用者の心身の状況を把握し、その結果と利用者の希望に基づいて、利用者ができる限り自立した生活を送ることができるよう、介護サービスを提供するための計画（居宅サービス計画）を作成し、この計画に従って現実に適切かつ滞りなくサービスが提供できるよう、介護サービスを提供する事業者と連絡や調整をおこなうとともに、これらの経過を継続的に管理する業務をいいます。
具体的には、次にあげる業務を行います。
【業務の概要】 

（１） 利用者のお宅を訪問し、利用者の心身の状態を適切な方法により調査します。 

（２） 調査した結果と、利用者自身や家族の希望を踏まえ、介護サービスを適切に提供するための計画（居宅サービス計画）を作成します。 

（３） 介護サービスの提供の状況や、利用者や家族の心身の状態、環境について、居宅サービス計画作成後も、継続的に把握、管理します。 

（４） 私たちのみならず、介護サービスを提供する事業者についての相談・苦情の窓口となり、問題を解決します。 

（５） 利用者の要介護（要支援）認定の申請についてお手伝いします。 

（６） 利用者が介護保険施設に入所を希望される場合、情報提供等必要な支援をします。 

なお、居宅介護支援を利用者に提供するにあたっては、次の事項を守ります。 
【業務取り扱い方針】 

（1） 利用者の心身の状態や家族の環境を踏まえ、利用者自身の選択に基づいて、適切な介護サービス  が様々な事業者から総合的・効率的に提供されるように努力します。 

また、医療との連携を図ります。 

（２） 居宅介護支援の提供にあたっては、利用者の意思と人格を尊重することにより、常に利用者の立場に立つと共に、提供されるサービスが特定の事業者に偏ることなく、公正中立を原則といたします。
　　　・利用者は複数の居宅サービス事業者等を紹介するように求めることができます。なお、事業所選定の参考情報として、当事業所のケアプランの訪問介護、通所介護、地域密着型通所介護、福祉用具貸与の利用状況を別紙にて提示します。
　　　・利用者は居宅サービス計画に位置付けた居宅サービス事業者等の選定理由の説明を求めることができます。
（３） 居宅介護支援は、利用者の心身の状態がよりよくなるようにする（軽減の観点）、悪化しないようにする（悪化防止の観点）ために提供いたします。 

（４） 私たちは、居宅介護支援が利用者の生活の全体的な支援となるよう、居宅サービス計画作成後も、利用者や利用者の家族、サービスを提供する事業者との連絡を継続的に行い、居宅サービス計画の実施状況を把握すると共に、利用者の心身の状況の変化に応じて臨機応変に居宅サービス計画の見直しを行うこととします。 

（５） 利用者からサービス計画の実施状況、その他の説明を受けたいとの申し出があれば、随時返答いたします。 

（６） 私たちは、居宅介護支援の提供に際しては常に真摯な態度で臨み、利用者からの相談や苦情について事業を実施する上での糧として真剣に受け止め、常に事業者として資質の向上に努めます。
２ 利用者負担金 

要介護者又は要支援認定を受けられた方は、居宅介護支援サービスを受けられるにあたっての利用者負担金はありません。ただし、保険料の滞納等により保険給付金が事業者に支払われない場合、要介護度に応じて下記の金額をいただき、事業者からサービス提供証明書を発行します。このサービス提供証明書を保険者に提出した場合、払い戻しを受けられます。 

基本部分（一律算定します）
＊居宅介護支援費（Ⅰ）　　　　　　要介護１～２：　１０８６単位
　　　　　　　　　　　　　　　　　要介護３～５：　１４１１単位

加算部分（状況に応じ算定します）

＊初回加算： ３００単位（新規、要介護状態区分の2段階以上の変更時） 

＊入院時情報連携加算：２００単位または２５０単位／月（入院時の医療機関への情報提供） 

＊通院時情報連携加算：５０単位
＊退院・退所加算：４５０単位～９００単位／回（入院、入所中に3回を限度とする） 

＊緊急時居宅カンファレンス加算：２００単位／回（1月2回を限度とする） 

＊ターミナルケアマネジメント加算：４００単位
備考：上記の居宅介護支援費に必要な加算を加えた上に、１０．４２円(地域、人件費割合)を乗じた金額を請求いたします。
３ サービスの利用にあたってご注意いただきたいこと 

（1） 私たちの作成した計画にないサービスを利用する場合や、計画に盛り込んだサービスを利用しない場合は、利用者の負担額が変わることがありますので、できるだけ早くご連絡ください。 
（2） 入院した場合には、入院先医療機関に当事業所名と担当ケアマネジャー名をお伝えください。医療機関との連携促進のためにご協力をお願いいたします。
（3） 私たちの提供するサービスだけでなく、他の居宅サービスについて苦情や相談があればご遠慮なくお話しください。 
〈相談窓口〉
・碧南市居宅介護支援事業所 　管理者　山田和子　　0566-46-5511
【公的機関受付電話番号】 

・碧南市　高齢介護課 　 0566-95-9889
・愛知県国民健康保険団体連合会 052-971-4165
その他、利用者がお住まいの地域の保健センター、福祉課等でも受け付けております。
４　虐待の防止について
私たちは、利用者等の人権の擁護、虐待の防止等のために次にあげるとおり必要な措置をします。
（１）事業所における虐待防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催するとともに、その結果について、介護支援専門員に周知徹底を図ります。
　　（２）事業所における虐待防止のための指針を整備します。
　　（３）介護支援専門員に対し、虐待防止のための研修を定期的に実施します。
　　（４）虐待防止の措置を講じるための担当者をおきます。

　　（５）サービス提供中に、本事業所従業者または養護者による虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合は、速やかにこれを市に通報します。
５　業務継続計画の策定
　私たちは、必要な介護サービスが継続的に提供できる体制を構築する観点から、火災・風水害・地震等の自然災害並びに感染症に対処するため、業務継続計画を策定するとともに、その計画に従い必要な研修及び訓練を実施するものとします。
６　感染症の予防及びまん延防止のための措置
　　私たちは、感染症が発生し、またはまん延しないように次の措置を講じるように努めます。

（1） 事業所における感染症の予防及びまん延防止のために対策を検討する委員会を定期的に開催します。
（2） 事業所における感染症の予防及びまん延防止のための指針を整備します。
（3） 介護支援専門員に対し、感染症の予防及びまん延防止のための研修および訓練を定期的に実施します。

７　ハラスメントの対応
　私たちは「ハラスメント対策基本指針」を策定して職場におけるハラスメント防止に取り組み、職員が働きやすい環境づくりを目指します。利用者及びその家族が本事業所従業者に対して以下のハラスメント行為を行った場合には、契約解除・損害賠償請求等も含め厳正に対応します。
例）暴言・暴行・セクシャルハラスメント・過度な要求・プライバシーの侵害など

８　他機関との各種会議等について　
　　（１）利用者等が参加せず、医療・介護の関係者のみで実施するものについて、「医療・介護関係自業者における個人情報の適切な取扱のためのガイドライン」及び「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン」等を参考にして、テレビ電話等を活用しての実施を行います。
　　（２）利用者等が参加して実施するものについて、上記に加えて、利用者等の同意を得た上で、テレビ電話等を活用して実施します。
　９　事故発生時の対応
　利用者に対する居宅介護支援の提供により事故が発生した場合は速やかに市町村、利用者の家族等に連絡を行うとともに必要な措置を講じます。また、利用者に対する居宅介護支援の提供により賠償すべき事故が発生した場合は、損害賠償を速やかに行います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和６年12月１日　改定
指定居宅介護サービスの提供の開始に際し、本書面に基づき重要事項説明書の説明を行いました。
　　碧南市居宅介護支援事業所
　　管理者　山田　和子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　説明者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
私は、上記重要事項の説明を受け、了承しました。
　令和　　　年　　　月　　　日　　　利用者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　代理人氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

